	開催セミナー

	第64回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年5月20日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	グランフロント大阪　タワーＡ31階

マイナビ　セミナールーム

	講　演　者

	　甲子園短期大学　特任教授　浅田雅宜　氏

	タイトル
	健康長寿の食生活　～意外と知らない！？腸内環境（腸内細菌）のフシギ～

	内容
	Ⅰ．マイナビ農業の紹介
１．（株）マイナビ　地域活性事業部農業領域西日本営業部　北野圭一氏
「マイナビ農業」は農業のすべてが集まるＷＥＢサイト（寄合所）です。
2017年8月1日に運用が開始され、アグリテック、就農（マイナビ就農ＦＥＳＴ）、
　イベント・セミナー等の記事（120～150本／月）を配信され、月間112万ビューを　　　獲得しておられます。
利用者の特徴は男女比率が約半々、45歳以下が過半数を占め、就農希望者は48％です。
２．（株）マイナビ　マイナビ農業編集部クラウドマルシェ企画編集課　村田敏明氏
マイナビ農業内にクラウドファンディング「クラウドマルシェ」がオープンしました。
①販売網の拡大、②ＰＲ・認知拡大施策、③テストマーケティング、④ファンの獲得、
⑤資金調達手段の一助、⑥ブランドの信頼性獲得　にご活用下さい。
農業にかかわる方たちの“次の一歩”を手助けする存在を目指されています。
Ⅱ．浅田正宣氏による特別講演
京都大学大学院で農学博士号を取得された後、森下仁丹バイオファーマ研究所所長を務められ、生きたまま腸まで届くビフィズス菌「ビフィーナ」を開発されました。
人の腸は最大の免疫器官であり、老化・体調不良は腸の不調に起因する事が多い中、ビフィズス菌の菌体や産生物が腸管免疫を活性化するという知見が得られています。　腸内にビフィズス菌を増やすと悪玉菌の増殖を抑える効果があり、逆にビフィズス菌の減少は生活習慣病を誘発します。森下仁丹のシームレスカプセルは外皮膜液、内皮膜液、菌体懸濁液から形成される３層カプセルで、ビフィズス菌を胃酸から守ることにより　ビフィズス菌を生きたまま腸まで届けることが出来ます。
　便通異常者に対するビフィズス菌カプセルの摂取効果で、便秘・下痢に有効であることが立証されており、人工透析患者の便秘が改善し尿毒症物質が低下しています。更に、
新規なガン治療方法として組換えビフィズス菌の試みにより、早ければ４年後に米国でＦＤＡ申請中の画期的な乳がん治療方法が実現する可能性を熱く語られました。
“太っちょ、メタボ”の改善策として見つけられた南米原産植物「ローズヒップ」エキスについては、貯まった脂肪を燃やす機能性食品としてご説明がありました。
最後にシームレスカプセルの新しい利用として、①バイオカプセルに加え、②バイオレメディエーション、③バイオカプセル化種子（人工種子）、④シロアリ駆除用の疑似卵
へ活用の可能性があること、ご自身出演の台湾のＴＶＣＭを紹介していただきました。
質疑応答中で、便は水に浮く浅い色だと健康状態が良いそうです。　　　　　　以上
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